
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年１２月１８日             NO.２８４ 

 

 赤城根鉱山は、金、銀、 

銅、亜鉛、鉛などを採掘 

し、元禄１４年(1701) 

の「柿平村銅山役人 十 

兵衛 万諸道具並金子請 

取帳」という文書が残さ 

れていることから、この 

ころには採掘がおこなわ 

れていたと考えられます。 

 最盛期は明治３１年（１８９８）から３５年（１９０２）ご

ろといわれ、所員４０人、鉱夫５００人がいたそうですが、昭

和３０年（１９５５）に閉山しました。 

 柿平の十二様は、大山祗命と木花開耶姫命が祀られ、建立年 

月日は不明ですが、むか

しからお産の神様とし

て有名で、多くの人がお

参りに訪れました。 

 お参りにきた時、お堂

にある着物をかりてい

き、願いがかなうと着物

を２枚返したといわれ

ています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
野
田
内
閣
が
１０
日
未
明
の
閣
議
で
２
０
１
２
年
度
の
「
税
制
改
正
大
綱
」
を
決
め
ま

し
た
が
、
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
の
中
心
は
、
直
接
大
企
業
を
潤
す
税
制
措
置
と
販
売
面
か
ら
大
企
業
を
応

援
す
る
減
税
措
置
で
、
大
企
業
減
税
の
上
乗
せ
措
置
や
延
長
、
自
動
車
重
量
税
の
減
税
と
「
エ
コ
カ
ー
減

税
」
の
３
年
間
の
延
長
で
す
。 

 

社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
「
財
源
が
な
い
」
と
切
り
捨
て
る
一
方
で
、
財
界
の
要
求
な
ら
財
源
が
な
く

て
も
い
と
も
簡
単
に
従
う
と
い
う
や
り
方
は
、
本
末
転
倒
の
姿
勢
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。 

 

民
主
党
は
、
自
民
・
公
明
党
と
談
合
し
、
９
日
に
閉
幕
し
た
国
会
で
、
国
民
に
８
兆
円
を
増
税
す
る
「
復

興
増
税
」
と
一
体
で
、
法
人
税
率
を
４
・
５
％
引
き
下
げ
る
法
人
税
法
の
改
定
を
強
行
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

法
人
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
何
の
道
理
も
な
い
大
企
業
奉
仕
で
あ
り
、
さ
ら
に
減
税 

 

で
大
企
業
を
優
遇
す
る
な
ら
、
増
税
を
迫
ら
れ
て
い
る
国
民
と
の
不
公
正
は
広
が
る
ば

か
り
で
、
消
費
税
の
増
税
と
大
企
業
へ
の
行
き
過
ぎ
た
減
税
は
中
止
す
る
べ
き
で
す
。 

 「子ども・子育て新システム導入に反対し、現行保育

制度の拡充を求める意見書提出を求める請願」は、民生

福祉常任委員会で審議され、直接契約や保育園への直接

補助ではデメリットが生じるおそれがあるなどの意見が

出され、全会一致で採択されました。 

 １４日の本会議でも全会一致で採択され、関係大臣に

導入反対の意見書を提出することになりました。 

 １２月定例市議会は１４日、本会議を開き沼田市ふれあい福祉センター

などの指定管理者の指定、平成 23 年度沼田市一般会計補正予算他５件の

特別会計補正予算、「高等学校再編整備計画に伴う沼高・沼女の存続につい

ての請願」など 11 議案の質疑・討論・採決をおこない閉会しました。 

 「高等学校再編整備計画に伴う沼高・沼女の存続につ 

いての請願」は、総務文教常任委員会では不採択でした 

が、本会議では沼田クラブ（１人は賛成）以外の議員の 

賛成多数で採択されました。 

 常任委員会で不採択となった請願が、本会議で採択さ 

れたのは、沼田市議会でははじめてのことのようです。 

 大東議員は一般質問で、東京電力福島第１原子力発電所事故にともなう

経費を東京電力に請求することや、住宅リフォームへの助成、小水力発電

の取り組みをすすめることなど、３点について質問をおこないました。 

 住宅リフォームへの助成について市長は、「新年度からスタートしていき

たいという検討に入っている」と答え、新年度からの実施にむけ検討をす

すめていることを明らかにしました。 

 大東議員は、助成額を高くし、下水道へのつなぎ込みなど幅広く使える

制度にするよう求めましたが、市長は、「財政状況をふまえて検討している。

詳細については、まだ答弁できる状況にはない」と答えました。 

 小池晃政策委員長が青年の疑問に答える「アキラのお

きて」青年のつどいが１１日、前橋市で開かれました。 

                  「ＴＰＰの非関

税障壁の撤廃って

なに？」「消費税は

何に使われたの」

「共産党は、なぜ

のびないの」など

の質問に、小池さ

んが答えました。 

 

 


